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1. 運動単位導出の誘発筋電図による脊髄なら 織発生等l乙就て考察した。
びに神経筋閏シナプスにおける促通および 第 1実験では P-Benzoquinone10 mgを，.250C 
抑圧の研究 恒温吸入タンク内Kて加熱化して，生理的呼吸下民
生理学工 伊谷昭幸 1日6時間週6日，最高 815日に及ぶ長期間吸入を
行い， 実験群60例中 5例 (8.3%)に肺癌を， 4例
人体におけるシナプスの興奮性回復過程を示すい (6.7%)に悪性腺腫を， 9例 (15%) に異所性増殖
わゆる回復曲線を単極針電極lとより運動単位の活動 を認めたのに対し， 対照群60例中， 癌の発生は皆
!乙(3.3%)例2に悪性腺腫を，7%)例(1.1無で，を示標としてえがいた。
試験刺激を関下として見られる促通現象では，前 異所性増殖を認めたに過ぎない。
置および試験刺激の間隔が M 波では 23-4msec， 第2実験では， 1回!C P~Benzoquinone 10 mg 
H波では 33-5.5msecの範囲内でのみスパイクが 3時間，連続的!C2回，合計 1日22mg 6時間，
観察された。 ζれは表面電極を用いて得られた興奮 週6日吸入により， 200日間実験後，吸入を中止し，
性回復曲線の第一促通と時間的に一致していて，そ 以後は対照群と同条件で飼育放置し，実験 311日と
の基礎をなすものであり，神経終板および脊髄内の 425日に屠殺検索した。実験群 30例中 3例(10.0%)
シナプスにおける関下縁による促通現象である。!乙肺癌を， 6例 (20.0%)に悪性腺腫，を 8例 (26.7 
M 波興奮性回復曲線に見られた第 2抑圧は単極針 %)に異所性増殖を認め，之応対し対照、群では 1例
電極使用の場合には従来見られなかったが，前置刺 (3.3%)に異所性増殖を認めた他， 肺癌及び悪性腺
激強度を高めるという系統的実験により乙れを現わ 腫の発生を認めなかった。
す例いくつか観察しえた。乙れによる第 2抑圧は平 此の二つの実験より，キノンガスの吸入により，
均 29-89mseeの間隔に見られた。 M 波興奮性回 実験的に肺癌が発生することを確認すると共に，組
復曲線にみる第 2抑圧は終板伝達に由来し， H 波 織発生学的には，同所性増殖より異所性増殖，悪性
のそれに対比して見ると，両者の聞には第 2抑圧の 腺腫，そして癌K至る一連の気管支上皮組織の増殖
重複する部分があり，その部以外の H 波興奮性回 性変化より，少くとも，キノンの吸入によっては，
復曲線の第 2抑圧は脊髄シナプスのみの興奮伝達抑 呼吸小気管支等の終末気管支上皮細胞の悪性化より
圧の時聞を示すものである。 肺癌が発生する像が確認できた。叉第 2実験の成績
2. P-Benzoquinone長時間連続吸入による より， P-Benzoquinone の吸入により， 比較的早
実験的肺癌の発生に就て 期にマウス肺臓内上皮組織広悪性化が起っているも
病理学I 蟹沢成好 のと考えられ，キノンの刺激が去った後にも，既に
生じている変化が進行して，癌が発生してくること
1940年，滝沢が諸種のキノン類溶液の塗布によ が推定される成績を得た。 
その際同時に成功し，Kマウス皮膚癌の発生 り，
肺癌の発生を認めて以来， キノン類の発癌作用に 3. Evans-blue Te.chniqueによる肺吸虫幼虫
就て研究が行なわれてきたが， 1957年K岸沢が， の組織内侵入機転に関する実験病理学的研
円h 
P-Benzrquinoneの実験的吸入により，雑系マウ 7u 
スに肺癌が発生することを報告した。著者は， A系 医動物学辻
マウスを用い， 2種の実験lとより，肺のパラフィン 従来不明であった肺吸虫の幼虫期における存在部
連続切片を作製し病理組織学的に検索し，肺癌の組 位が， Evans-blue Iとより濃青染された乙とから，
康守
